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本発表は、植民地統治以降のインドにおける社会運動にさまざまな角度から焦点を当てたパネ

ルセッションの一部を構成するものである。特徴としては、他の発表者がインド国民に焦点を当

てていたのに対し、発表者は難民として生活し、インド国民にならないでいるチベット人の活動

を描きだしたこと、また、社会運動の一環として彼らの芸能活動に焦点を当てたことが挙げられ

る。90 年代以降活発化している芸能集団によるインド国内での公演活動を主軸に、いかにチベッ

ト人たちがインド人たちのあいだに存在の認知を獲得し、また、インド人から財政面での支援を

獲得しようとしているのかという活動を明らかにし、そうした活動が 90 年代以降の、アイデンテ

ィティ・ポリティクスに依拠したインドの社会運動と連続性をもつものではないか、という仮説

を提示した。しかし、本発表でも明らかにしたように、彼らの活動は万事がうまくいっているわ

けではなく、エリート層を観客として対象としているがゆえに、日常的に接点をもっているエリ

ート以外のインド人たちのあいだに良好な関係性を築くことができているとは言い難いものがあ

る。こうした点を踏まえて、本発表はチベット難民の人びとがおこなう社会運動の成功点失敗点

を描きだした。 

会場には多くのインド人聴衆が詰めかけていた。具体的な問いとしては、いかなる公演戦略が

用いられているのか、グローバル化に焦点をあてるべきではないのか、という二つの質問があっ

た。前者に関しては、海外公演との差異を明確にし、どのような工夫がなされているのかを答え

た。後者に関しては、これまでのチベット難民研究は難民社会対西洋という二項対立の枠組みで

語る傾向があり、ホスト国であるインドの重要性が看過されていること、難民社会に起こってい

ることは、グローバルレベルでの現象とローカルレベルでの現象が結合した結果であるため、双

方を考慮に入れることが重要なのである、と回答した。 
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